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　町では、「住民が明るく元気で誇りをもって暮らせる町づくり」に向けて、総合窓口を設置し町民の
利便性向上を進めるとともに、行政効率の向上を図るため全庁的な業務の見直しを行いました。
　来庁者の皆さまからの問い合わせや係への取り次ぎなどを行い、待ち時間の短縮に取り組みます。
　安全で安心して暮らせるまちづくり、地場産業の活性化、町民参加型の行政運営、教育環境の充実、
お年寄りが活き活き暮らせる町づくりを柱に行政運営を行い、役場組織を変更します。

行政組織図および各課の業務内容は、次ページのとおりです。

①総務課へ、広報業務を移管し町の情報発信により一層努めます。

②企画課は、人口減少対策に関する業務を行います。

③地域政策課をまちづくり推進課に変更し、町民にわかりやすい名称としました。

④町民課に総合窓口を設け、町民にやさしい行政をめざします。

⑤税務課に徴収および滞納整理を移管し、徴収の業務を強化します。

⑥教育課は、学校教育課と社会教育課に分かれます。
※学校教育課は、保育所・こども園・学校関係など、社会教育課は、社会教育・スポーツ推進・
　文化財保護などの業務を行います。

【組織変更の概要】

より効果的な行政運営のために

４月１日から役場の組織が変わります
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【各課の主な業務】
課　　名 主 な 業 務 内 容

総務課
秘書、広報および広聴、人事、行政区等の振興および連絡、条例管理、公有財産管理、防災、消防、交通、防犯、
支所および出張所、選挙管理委員会・議会との連絡、その他ほかの所管に属しないこと

企画課
施策の総合調整および企画、行政改革、情報化施策、公共交通、人口減少対策、定住促進、予算その他町財政、
統計

まちづくり推進課
地域活性化対策、商工業振興および労働福祉、消費者行政、観光振興、桔梗館（指定管理）、あがつまふれ
あい公園（指定管理）

保健福祉課
社会福祉、老人福祉、障害福祉、児童福祉、介護保険、保健センター、地域包括支援センター、特別養護老人ホー
ムいわびつ荘（指定管理）

町民課
戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、一般旅券、国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療保険、環境対策、総合窓口、
国民健康保険診療所

税務課
町民税・固定資産税・国民健康保険税その他町税の賦課徴収、国税および県税、町税等の徴収および滞納整
理

農林課 農林業および水産業振興、土地改良、地籍調査、農業委員会との連絡

建設課 町道・河川および橋りょうその他土木、治水、公共物管理、町営住宅、都市計画、上信道、八ツ場ダム対策

上下水道課 上水道、簡易水道、下水道

会計課 会計事務

学校教育課 教育委員会、学校教育、保育、学校給食センター

社会教育課 社会教育、スポーツ推進、文化財保護、公民館、コンベンションホール、健康増進センター

議会事務局 議会・公平委員会・監査委員・固定資産評価審査委員会

農業委員会事務局 農業委員会
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行政組織図
平成 31 年４月 1 日より

出 張 所
総 務 課

支 所
企 画 課

あがつまふれあい公園 （ 指 定 管 理 ）
まちづくり推進課

桔 梗 館 （ 指 定 管 理 ）
い わ び つ 荘 （ 指 定 管 理 ）

保 健 福 祉 課 保 健 セ ン タ ー
町　長 　副　町　長　 地域包括支援センター

町 民 課 国 保 診 療 所
税 務 課
農 林 課
建 設 課

（ 公 営 企 業 ） 上 下 水 道 課
会 計 管 理 者 会 計 課

保 育 所
学 校 教 育 課 こども園、小・中学校

給 食 セ ン タ ー
教育委員会 教　育　長

公 民 館
社 会 教 育 課 コンベンションホール

健 康 増 進 セ ン タ ー
議　　会 事 務 局

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局
公 平 委 員 会 事 務 局
監 査 委 員 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局
固定資産評価審査委員会 事 務 局
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住民異動の手続きについて
～春は引っ越し、異動のシーズンです～

転入
　春は、入学、就職、転勤などで引っ越しをする方が多くなります。
　３月と４月は、役場町民課窓口が混み合い待ち時間も長くなります。時間に余裕をもってお越しください。ま
た、住民異動の手続きに伴い、さまざまな手続きが必要となる場合があります。引っ越しをする前に届け忘れが
ないかもう一度確認してください。
※詳しくは各担当課（別表参照）へ問い合わせください。

　町外から東吾妻町へ転入・
東吾妻町から町外へ転出する場合　

　届け出は、原則として本人または同一世帯の方が行って

ください。その際に本人確認書類が必要となります。

※本人確認書類

・１点で確認できるもの

　官公署発行の顔写真付き証明書（運転免許証など）

・２点以上で確認できるもの

　健康保険証、年金手帳など

　住民異動に伴う保険・年金・福祉医療・
　　児童手当などの手続きについて
　国民健康保険や国民年金、後期高齢者医療制度に加入し

ている方は、転出・転入などの届け出をした後に、町民課（②

番窓口）で手続きがあります。また、介護保険に加入して

いる方、福祉医療に該当する方、児童手当を受給している

方は、保健福祉課（③番窓口）で手続きがあります。

■該当者のみ

 ・国民健康保険被保険者証

　（転居届と世帯主変更届のときは世帯全員分）

 ・後期高齢者医療被保険者証

 ・介護保険被保険者証

 ・福祉医療受給者証

※手続きによって必要なもの

 ・印鑑

 ・通知カードまたは個人番号カード

転出するとき（転出届）
　ほかの市区町村へ住所を移すときは、転出証明書を発行

します。

　転出予定日のおおむね 14 日前から町民課（②番窓口）

で届け出をしてください。個人番号カードなどをお持ちの

方は転出の特例（手続きの簡素化）ができます。

　印鑑登録をされている方は印鑑登録証を返却してくださ

い。

転居するとき（転居届）
　町内の新住所に移ってから 14 日以内に手続きをしてく

ださい。

世帯主が変わったとき（世帯主変更届）
　世帯主が変わったときは、14 日以内に手続きをしてくだ

さい。

 マイナンバーに関連した詐欺被害など
が全国的に発生しています

　マイナンバー制度において、預金口座の聞き取りや金品

を要求されることは絶対にありません !!

　このような電話や訪問者には対応せず、すぐに断り警察

署へ連絡してください。

■問い合わせ先　吾妻警察署（☎ 68-0110）

転入するとき（転入届）
　東吾妻町の新住所に住み始めて 14 日以内に手続きをし

てください。個人番号カードなどにより転出届を行った場

合は、同カードを提示して転入の手続きをしてください。

また、外国から転入される場合も届け出が必要となります。

■転入届に必要なもの

 ・　転入前の市区町村が発行した転出証明書

 ・　通知カードまたは個人番号カード

■外国からの転入に必要なもの　

 ①　転入者全員のパスポート

 ②　戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）

 ③　戸籍附票

※当町に本籍がある方は②と③は不要です。

転居転出 引っ越しの時は忘れずに！
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平成 31 年 3 月１日現在

デジタル

保健福祉課

町民課

会計課

税務課

相談

当直室

コーナー

パス

①

② ⑤

⑥

⑤

④

②

③

③

ポート

正面入り口

サイネージ

  役場本庁舎
1 Ｆマップ          

■別表（住民異動時に伴う手続き）

項　目 担当課・問い合わせ先
窓口番号

または所在地

□ 転入・転出・転居に関すること
町民課　戸籍住民係（ 内線 2122） ②番窓口

□ 通知カード・個人番号カードに関すること

□ 国民健康保険・国民年金に関すること 町民課　国保年金係（ 内線 2123・2124） ②番窓口

□ 後期高齢者医療制度に関すること 町民課　後期高齢者医療係（ 内線 2124） ②番窓口

□ 介護保険に関すること 保健福祉課　介護保険係（ 内線 2132） ③番窓口

□ 児童手当に関すること
保健福祉課　こども係（ 内線 2134） ③番窓口

□ 福祉医療費に関すること

□ 原動機付自転車のナンバーに関すること 税務課　住民税係（ 内線 2112） ⑤番窓口

□ 上下水道に関すること 上下水道課（☎ 76-4010） 本庁舎２階

□ 小学校・中学校に関すること 教育課　学校教育係（ 内線 2303） 本庁舎３階

※上記の表以外にも手続きが必要な場合があります。
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①吾妻線は皆さんにとって身近な存在？
・渋川市・吾妻郡にお住まいの７割近くの方は１年で１回

も鉄道を利用していません。【図１】

・吾妻線の１日あたりの乗車人員は、平成 29 年度で約 3,000 人。

10 年前と比べて約 20％も減少。

・鉄道が利用できる所に自宅や会社があっても、

吾妻線で通勤している方はわずか 4.2％。

自動車通勤している方はなんと 94.0％、１日あたり約 1,600 人。

このうち１人でも鉄道を利用してくれれば…

通学目的では 64.1％の方が吾妻線を利用しています。
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②吾妻線は地域の暮らしを支えています
・前橋市や高崎市など、渋川・吾妻地域外へ通勤・通学している多くの方を支えています。

・買い物、社交、レジャー、習い事、出張などでも、地域外（県外含む）への貴重な交通手段と

なっています。【図２】

・特に 65 歳以上の多くの方には、週１回や月１回といった定期的な通院の際の大切な交通手段

にもなっています。【図３】

【図１】
ここ１年で外出時に鉄道を

利用したかどうか 　 
（出典 : パーソントリップ調査）

【図２】　吾妻線利用者の目的別訪問場所　（出典 : パーソントリップ調査）

【図３】　通院での吾妻線の利用頻度（上段）と年齢別利用者数（下段）　（出典 : パーソントリップ調査）

34%
66%

44.5%

24.8%

6.9%

7.8%

前橋市

37.3%

31.3%

6.5%

10.8%

高崎市

25.7%

渋川市

6.5%

中之条町

6.2%

東吾妻町

15.9%

県内

76.1%

78.2%

県外 不明

通勤

通学

観光・行楽

・レジャー

業務・出張

凡例

32人 61人

234人

38人

72人

260人

～18歳

19～64歳

65歳～

4.6% 42.3% 53.1%通院

■鉄道を利用した
■鉄道を利用しなかった

⇒クルマ社会に吾妻線は必要ないのだろうか？

⇒ 吾妻線は、みなさんがお住まいの地域で安心・豊かに暮らし続けるために、
渋川・吾妻地域と他の地域をつなげています。

　　■週に５回以上　■週に１回以上　■月に１回以上　■月に１回未満

　　（人）　　

　　（100%）　　

　　（100%）　　
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　吾妻線のない暮らし

や、鉄道のない地域が

想像できますか？

③でも、このままでは廃線も？
・これまでの利用と変わらなければ、少子化の影響により、利用者は 20 年後にはさらに約 32％

も減少。鉄道会社が、吾妻線を維持できなくなってしまうことも考えられます。【図４】

⑤週１回、月１回からの鉄道利用　＜皆さんのアクション＞
・「週１回、月１回でも」と言われてもピンとこないかもしれませんが、皆さんの暮らしに鉄道利用を取り入れるメリット

は色々なところにあります。例えば、飲み会のある日や出張時、また、駅近くの病院や買い物に行く時など、安全で時

間を有効に使えます。加えて公共交通を使って移動するほうが運動量が多くなるため健康にも効果があります。

お出かけの際は、まず「鉄道が使えないか」を最初に考えてみましょう。

詳細については、県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/04/h21g_00063.html）をご覧ください。

■問い合わせ先　県県土整備部交通政策課　（☎ 027-226-2385）

④渋川・吾妻地域で暮らし続けるためのアクション！
　～行政が駅を整備し、皆さんが鉄道を利用、鉄道会社が運行を確保～

＜行政アクション＞
・もっと鉄道を利用していただけるよう、「駅で車から鉄道に乗り換えるための駐車場（パークアンドライド駐車場）」など、

自動車と鉄道を使いやすくつなげるための環境整備を今後５年間で順次進めていきます。

＜皆さんのアクション＞
・利用しやすくなった駅や鉄道をどんどん使ってください。

週１回、月１回でもいいのです。

＜鉄道会社のアクション＞
・安全運行を第一に、

利用者の信頼確保に努めます。

＜目標＞
年間一度も鉄道を利用しない割合を改善します

66％　⇒　５年後に 56％へ

そうなると…

　お子さんが自宅から通学できない？

　家族の送迎なしで通院できない？

　遠方への旅行もすべて自動車で？

　観光客が来なくなる？

⇒ そうなる前に何とかしなければ！

⇒ 吾妻線の将来のため、一緒に行動していきましょう。５年経過後、鉄道の利用状況を調査します！

【図４】　利用者数の将来推計　（出典 : パーソントリップ調査）
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利用者数全体では、
▲ 32.4% と予測

■現在（平成 27 年）■将来（2035（平成 47）年）
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Higashiagatsuma　Town News

　２月９日にコンベンションホールでおもしろ科
学教室『科学実験ショー』が開催されました。会
場には郡内全域から多くの児童が集まり、実験を
しながら学びました。台車を使って坂の角度や台
車の重さを変えて走らせたり、ぬいぐるみや風船
を落下させてスピードを競わせたりしました。

 おもしろ科学教室
不  思議な科学の力に触れて

地  域を見守る新たな目

　１月 23 日に町と北群馬信用金庫で地域見守り
支援事業についての協定を結びました。この事業
は地域の事業者や民生委員・児童委員などによる
重層的な見守り活動により、異変などを発見した
ときに町へ連絡してもらい、警察と連携し町民が
安心して暮らせる地域作りを担う事業です。

　２月３日に原町不動尊と岩下菅原神社で節分追
儺祭が行われました。毎年たくさんの方で賑わう
恒例行事で、開運や厄除けを願う参拝客らは１年
の福を求め、ビニール袋やバッグなどを高く掲げ
て懸命に中に入れようとしていました。写真は菅
原神社で撮影したものです。

 原町不動尊・岩下菅原神社追儺祭
無  病息災を願って

 町地域見守り支援事業締結

 町民自主参加事業
健  康講話と腸内体操

　２月２日に中央公民館でスポーツ協会主催の
『健康講話と腸内体操』講習会が行われました。

群馬ヤクルト販売㈱の健康管理士を講師としてお
招きし町民の多くの方が受講しました。腸のはた
らきや食事の摂り方、腸の体操についての説明が
あり、健康意識がより一層高まったようでした。
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ひがしあがつまタウンニュース

　平成 30 年４月に原町・岩島・大戸の３保
育所を統合し、一時的に原町保育所で運営
していましたが、２月 12 日に統合保育所が
完成しました。
　この施設は安全を第一に考えた設計と
なっており、見通しを確保するために直角
部分を極力なくして子ども同士の出会い頭
の衝突を避けることに配慮した安全な構造
となっています。また、施設内のバリアフ
リー化やシックハウス対策にも配慮し、安
心して通える健康的な施設となりました。
　屋根には町のシンボル岩櫃山をモチーフ
とした大きな三角屋根を取り入れました。
２階には雨天時でも使用できる半屋外の
広々したテラスを設けました。また２階に
は地域の子育て家庭に対する育児支援を目
的とした「子育て支援センター」を併設し、
４月から開設する計画を進めています。

　２月 10 日に町出身の村上リサさんによるシャ
ンソンコンサート「ふるさとに抱かれて」がコ
ンベンションホールで開催されました。地元で
のコンサートは初めてで、480 人もの観客が集
まりました。計 20 曲を熱唱し、村上さんが作
詞作曲した曲を披露し観客を魅了しました。

はらまち保育所完成記念式典
子   どもたちが安全で過ごせる施設が完成

 太田小学校 PTA 料理教室
災  害時の食の備え

　１月 26 日に太田小学校で PTA 料理教室が実施
されました。パッククッキングという調理方法を
用いてご飯やカレー、ケーキなどを作りました。
参加した小学生は災害時にライフラインが使えな
くなっても、火と鍋、水、ポリ袋があれば温かい
食事を作れることを学びました。

 シャンソンコンサート in 東吾妻
ふ  るさとに抱かれて
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東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　 担当   吉田智哉）

今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
東
吾
妻

町
を
代
表
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
１

つ
、
古
墳
に
つ
い
て
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
東
吾
妻
町
と
古
墳

　

古
墳
と
は
古
墳
時
代
に
作
ら
れ
た
お

墓
の
１
つ
で
、あ
る
程
度
の
権
力
を
持
っ

た
（
王
様
な
ど
）
方
の
お
墓
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
群
馬
県
は
関
東
で
も
比
較
的

古
墳
が
多
い
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
東

国
文
化
の
中
心
」
と
表
現
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
近
年
群
馬
県
で
は
、
県
内

の
古
墳
が
ど
れ
く
ら
い
の
数
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
調
査

し
た
も
の
を
『
群
馬
県
古
墳
総
覧
』（
平

成
29
年
刊
行
）
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
構
想
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
10
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
上
毛
古
墳
綜

覧
』
と
い
う
本
で
す
。
こ
の
本
が
刊
行

さ
れ
た
当
時
で
は
、
群
馬
県
の
古
墳
は

８
４
１
８
基
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
回
作
ら
れ
た『
群
馬
県
古
墳
総
覧
』

で
は
、
な
ん
と
１
３
２
４
９
基
の
古
墳

が
集
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
期
に
作
ら

れ
た
冊
子
よ
り
も
４
８
３
１
基
増
加
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に
い
か
に

多
く
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
、
調
査
さ
れ

て
き
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
中
で
東
吾
妻
町
で
は

２
０
２
基
の
古
墳
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
そ

の
多
く
が
手
つ
か
ず
で
あ
り
、
調
査
が

行
わ
れ
た
事
例
は
非
常
に
少
な
い
た
め

そ
の
内
容
や
特
徴
は
分
か
っ
て
い
な
い

こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
未
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
墳

で
は
な
い
可
能
性
も
依
然
と
し
て
残
っ

て
お
り
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
過

去
に
調
査
さ
れ
た
古
墳
か
ら
東
吾
妻
町

の
古
墳
の
特
徴
、
姿
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
調
査
さ
れ
た
古
墳

　
～
机
古
墳
、
生
原
古
墳
群
、

四
戸
の
古
墳
群
、
下
郷
古
墳
群
…
～

　

東
吾
妻
町
の
古
墳
２
０
２
基
の
う
ち
、

調
査
さ
れ
た
も
の
は
全
体
の
10
％
に
も

満
た
な
い
数
で
す
。
ま
た
、
全
体
が
確

認
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
、
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
中
で
特
に
貴
重
な
成
果

を
あ
げ
た
調
査
で
は
机
・
生
原
・
四
戸（
岩

島
）、下
郷
・
諏
訪
前
（
原
町
）、宮
戸
（
太

田
）
の
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
東
吾
妻
町
で
は
最

も
大
型
の
古
墳
と
さ
れ
る
「
前
方
後
円

墳
」
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在

確
認
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
形
は
、「
円

墳
」・「
帆
立
貝
型
古
墳
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
机
古
墳
は
町
内
で
唯
一
竪
穴
式

石
室
の
調
査
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
ら
な
板
状
の
石
を
箱
状
に
設

置
し
、
石
室
と
し
て
い
ま
し
た
。
土
師

器
や
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

生
原
古
墳
群
は
全
体
の
残
り
が
悪

か
っ
た
の
で
す
が
、
円
筒
・
人
物
・
馬

な
ど
複
数
の
埴
輪
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

四
戸
の
古
墳
群
は
群
馬
大
学
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
鳳
来
塚
古

墳
と
呼
ば
れ
て
い
た
Ⅳ
号
墳
か
ら
は
多

数
の
玉
類
と
直
刀
、
辻
金
具
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（『
岩

島
村
誌
』
参
照
）。
特
に
石
室
の
形
や
規

模
に
特
徴
が
あ
り
、
形
態
は
遺
体
を
横

か
ら
入
れ
る
「
横
穴
式
石
室
」
で
、
全

体
的
に
細
長
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
袖
が
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
ち
ま

す
。
実
は
こ
の
形
は
こ
の
後
お
話
し
す

る
各
古
墳
で
も
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、

非
常
に
象
徴
的
で
す
。
細
く
長
い
横
穴

式
石
室
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
が
東
吾
妻

町
の
古
墳
を
考
え
る
上
で
大
き
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

川
戸
の
下
郷
古
墳
群
71
号
墳
か
ら
は

石
室
内
か
ら
多
量
の
副
葬
品
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
３
本
の
直
刀
、
馬
具

（
轡
く
つ
わ
・
辻
金
具
な
ど
）
の
金
属
製
品
の
ほ

か
、
１
６
０
点
を
超
え
る
色
彩
豊
か
な

ガ
ラ
ス
玉
類
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

特
に
素
環
頭
太
刀
は
群
馬
県
内
で
７
例

目
の
発
見
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
見

つ
か
っ
た
も
の
と
は
形
態
が
違
っ
て
お

り
、
大
陸
製
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
馬
の
顔
に
付
け
る
道

具
で
あ
る
辻
金
具
は
、
一
般
的
な
形
の

も
の
と
は
異
な
り
、
日
本
全
国
で
３
例

目
と
な
る
貴
重
な
製
品
で
し
た
。
轡
に

つ
い
て
も
北
九
州
地
方
で
製
作
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
り
、
実
に
多
く
の
地
域
と

の
繋
が
り
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

小
泉
宮
戸
遺
跡
で
調
査
さ
れ
た
宮
戸

３
号
墳
で
は
、
石
室
か
ら
鉄
釘
が
出
土

し
ま
し
た
。
木
棺
と
呼
ば
れ
る
現
在
の

棺
桶
に
利
用
さ
れ
た
も
の
か
土
器
類
な

ど
の
道
具
を
収
め
た
木
箱
に
使
用
さ
れ

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
町
内
の
古
墳
調
査
で
は
鉄
釘
の
出
土

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
戸

３
号
墳
は
埋
葬
の
手
法
、
埋
葬
者
な
ど

が
そ
の
他
の
古
墳
と
異
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
…
。

　

古
墳
は
東
吾
妻
町
に
残
さ
れ
て
い
る

遺
跡
の
中
で
も
、
戦
国
時
代
の
お
城
と

並
ん
で
地
表
面
か
ら
そ
の
姿
と
雰
囲
気

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
し

く
歴
史
を
体
感
す
る
も
の
と
し
て
最
も

適
し
た
遺
跡
の
１
つ
で
す
。
お
近
く
で

ち
ょ
っ
と
し
た
小
高
い
マ
ウ
ン
ド
な
ど

を
見
か
け
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ

は
古
墳
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
吾
妻
町
の
古
墳
文
化
を
考
え
る

～
平
成
の
上
毛
古
墳
綜
覧
刊
行
か
ら
～
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『一切なりゆき』……………………… 樹木　希林　著

　女優の樹木希林さんが遺し
た 154 の言葉を集めた本。「人
間でも１回、ダメになった人が
好き」、「欲や執着があると、そ
れが弱みになって、人がつけこ
みやすくなる」など物事に執着
せず、軽やかでユーモアである
が、自分という土台はしっかり
と持った樹木さんの包容力と深
みが伝わってくる一冊です。

■一般図書

『超基本 DIY 木工』……………………  学研　　　出版

『中高生の大満足弁当 300』…………… 上島　亜紀　著

『認知症、今日も元気だい』…………… 木部　克彦　著

『みそ汁はおかずです』……………… 瀬尾　幸子　著

『はじめてのピラティス・プログラム』… 米田　由紀　著

『新章神様のカルテ』………………… 夏川　草介　著

『はつ恋』……………………………… 村上　由佳　著

『地面師』……………………………… 森　　功　　著

『夜汐』………………………………… 東山　彰良　著

■児童図書

『つくもがみ笑います』……………… 畠中　恵　　著

『手をつないだままさくらんぼの館で』………

 ……………………………令丈ヒロ子　著

『ちびまる子ちゃんのマナーとルール』………… 

…………………………さくらももこ　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報
◆町へ
❀寄附金５万円　　　　　  赤十字有功会　さま　

◆町へ
❀寄附金 30 万円　　　　　　富澤　俊則　さま

あたたかいこころ

ありがとうございました

訂正とお詫び
広報ひがしあがつま２月号に掲載された中で誤りがあり

ました。訂正してお詫びいたします。

【誤】水仙ちゃんマスコット人形　寄贈

髙山　千枝　　　さま　

【正】水仙ちゃんマスコット人形　寄贈

髙山　千枝・田中なみ江　　　さま　

第 10 回すいせん祭り開催のご案内
　第 10 回すいせん祭りが次の日程で開催されます。なお当日は、会場および付近の道路が大変混み合いますので、
公共交通機関ご利用の上ご来場をお願いします。
■日　時　平成 31 年４月 13 日㈯　９時 30 分 ～ 15 時
■会　場　岩井親水公園
■内　容　水仙の販売、野菜などの模擬店、福引き、岩

櫃太鼓、阿波踊り、ZEROSEN キッズショーなど
※ 13 日当日に限り中之条駅、群馬原町駅からシャトル
　バスを運行します！詳細は町ＨＰでお知らせします。

■出店事業者募集
　出店料は１テント１万円
■申込期限
　平成 31 年３月 18 日㈪
■申し込み・問い合わせ先
　すいせん祭り実行委員会（観光協会内☎ 70-2110）
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「
ピ
ロ
リ
菌
」
と
い
う
言
葉
、
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ピ
ロ
リ
菌
が
ど
ん
な
悪
さ
を
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
」
と
い
う
名
称
で
、
胃
の
粘
膜
に
生

息
し
て
い
る
細
菌
で
す
。
上
下
水
道
が
十

分
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
生
ま
れ

た
年
代
の
感
染
率
は
高
い
（
60
歳
以
上
で

50
％
！
）
で
す
が
、
現
在

の
若
い
年
代
の
感
染
率
は

低
く
（
20
歳
代
で
10
％
）

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ピ
ロ

リ
菌
は
一
度
感
染
す
る
と

胃
の
中
に
住
み
続
け
慢
性
的
な
炎
症
が
続

き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
胃
炎
や
消
化
性　

潰か
い
よ
う瘍
、
胃
ガ
ン
な
ど
の
病
気
と
深
く
関
わ

っ
て
き
ま
す
。
自
分
が
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
内
視
鏡
を
使
う
検
査
と
使
わ

な
い
検
査
（
血
液
検
査
な
ど
）
で
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ピ
ロ
リ

菌
に
感
染
し
て
お
り
胃
炎
を
生
じ
て
い
る

場
合
に
は
、
除
菌
治
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
除
菌
薬
の
進
歩
に
よ
り
、
１
週

間
除
菌
薬
を
内
服
す
る
こ
と
で
８
～
９
割

の
方
が
除
菌
に
成
功
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
１
回
目
で
除
菌
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
２
回
目
の
除
菌
治
療
ま
で
は
保
険
適

応
と
な
り
ま
す
）。
胃
ガ
ン
を
発
症
す
る

方
の
99
％
が
、
過
去
に
感
染
し
た
方
も
含

め
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
で
す
。
除
菌
に
成
功

す
れ
ば
そ
れ
で
安
心
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
除
菌
に
成
功
し
て
も
そ
の
後
の
胃
ガ

ン
の
リ
ス
ク
は
確
か
に
低
下
し
ま
す
が
決

し
て
０
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

除
菌
後
も
定
期
的
（
基
本
的
に
は
１
年
に

１
回
）
に
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

胃
カ
メ
ラ
に
関
し
て
は
、
現
在
鼻
か
ら

の
カ
メ
ラ
も
普
及
し
て
き
て
お
り
、
口
か

ら
飲
む
カ
メ
ラ
よ
り
も
苦
痛
が
少
な
く
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
に

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ピ

ロ
リ
菌
の
感
染
は
わ
か
ら
な
い
が
現
在
胸

焼
け
や
胃
も
た
れ
、
心し

ん
か
ぶ

窩
部
痛
と
い
っ
た

症
状
が
あ
る
方
は
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

　

午
後
…
14
時
～
17
時

ピ
ロ
リ
菌
っ
て
、
何
？

★「３月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

3
休診

4 5
午後
定期
往診

6
休診

7
午後
定期
往診

8
午後
定期
往診

9
休診

10
休診

11 12 13
休診

14 15 16
休診

17
休診

18 19 20
休診

21
休診

22 23
休診

24
休診

25 26
午後
個別
接種

27
休診

28 29 30
休診

31
休診

4/1 2 3
休診

4 5 6
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療行っていますので、　
　体調不良時は気兼ねなく来院ください。

３月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日　時　平成 31 年３月８日㈮　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　平成 31 年３月 19 日㈫　13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ごろ
から思っていることを話してみましょう。
■日　時
　平成 31 年３月 20 日㈬　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200 担当  田中春美）
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平成 30 年 12 月 31 日現在で 80 歳の方 139 人に対し、「80 歳で自分の歯を 20 本以上残そう」という『8020 運動』
のアンケート調査を実施したところ、87 人の方から回答がありました。その結果、次の 27 人（男 13 人・女 14 人）
の方が該当になりました。■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  藤岡由美）

■
８
０
２
０
運
動
該
当
者

　
（
敬
称
略
／
順
不
同
）　

・
町
田　

虎
夫（

五
町
田
）

・
小
池
シ
ゲ
子
（
箱
島
）

・
上
原
な
か
枝
（
箱
島
）

・
町
田
ハ
ル
子
（
岩
井
）

・
田
中　

和
雄
（
岩
井
）

・
佐
藤　

國
廣
（
岩
井
）

・
黒
崎　

和
夫
（
植
栗
）

・
作
道　

忠
幸
（
小
泉
）

・
白
石
好
太
郞
（
小
泉
）

・
中
澤
た
か
子
（
小
泉
）

・
石
坂　
　

勉
（
泉
沢
）

・
水
野
ち
ゆ
う
子（

原
町
）

・
湯
浅
徳
太
郎
（
原
町
）

・
髙
𣘺　

榮
子
（
原
町
）

・
田
村
長
太
郎
（
原
町
）

・
江
崎　

昌
功
（
原
町
）

・
小
林　

良
子
（
松
谷
）

・
丸
橋　

良
一
（
三
島
）

・
田
中　

民
子
（
三
島
）

・
小
泉　

忠
三
（
厚
田
）

・
宮
﨑
直
一
良
（
萩
生
）

・
高
橋　

長
子（

須
賀
尾
）

・
匿
名
希
望
（
５
名
）

■
親
知
ら
ず
と
は
？

　

親
知
ら
ず
（
第
三
大
臼
歯
）
の
痛
み
に

悩
ま
れ
た
経
験
の
あ
る
方
は
、
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
親
知
ら
ず
が
生
え
る
の

は
20
歳
前
後
で
、
こ
の
歯
は
全
て
の
歯
の

中
で
最
も
遅
く
生
え
て
き
ま
す
。
江
戸
時

代
前
期
の
俳
句
で
「
姥

う
ば
ざ
く
ら桜

生
ゆ
る
若
葉
や

親
不
知
」
と
詠
ま
れ
た
の
が
、
親
知
ら
ず

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
最
初
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
親
知
ら
ず
と
呼
ば

れ
る
か
に
つ
い
て
は
「
親
知
ら
ず
が
生
え

る
こ
ろ
に
は
、
子
は
一
人
前
に
成
長
し
て

お
り
、
親
は
歯
が
生
え
た
こ
と
も
知
ら
な

い
た
め
」
と
い
う
説
や
、「
親
知
ら
ず
が

生
え
て
く
る
こ
ろ
に
は
、
既
に
親
が
亡
く

な
っ
て
い
る
た
め
」
な
ど
諸
説
が
あ
り
ま

す
。
欧
米
で
は
、一
人
前
の
分
別
が
備
わ
っ

た
こ
ろ
に
生
え
て
く
る
歯
と
い
う
こ
と

で
、
智ち

し歯
（W

isdom

　

Tooth

）
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
我
が
国
で

も
「
智
歯
」
と
い
う
名
称
が
広
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
親
知
ら
ず
の
退
化

　

親
知
ら
ず
は
形
、
大
き
さ
共
に
退
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
縮
小
や
変

形
（
矮わ

い
し
ょ
う
か

小
化
）
が
起
こ
る
ほ
か
、
親
知
ら

ず
が
存
在
し
な
い
（
欠
如
）
場
合
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
日
本
人
で
は
お

よ
そ
30
％
の
人
で
親
知
ら
ず
の
欠
如
が
生

じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
親
知
ら
ず
と
智
歯
周
囲
炎

　

親
知
ら
ず
が
、
真
横
や
斜
め
に
生
え
て

く
る
こ
と
（
萌

ほ
う
し
ゅ
つ出

困
難
）
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
で
は
約
70
％
の
人
に
、
親
知

ら
ず
の
萌
出
困
難
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
手
前
の

第
二
大
臼
歯
と
の
間
の
歯
磨
き
が
困
難
に

な
る
た
め
、
む
し
歯
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
歯
磨
き
が
困
難
な
智
歯
の

周
り
で
炎
症
（
智
歯
周
囲
炎
）
が
起
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
智
歯
周
囲
炎
が
進
行

し
、
重
篤
な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

■
親
知
ら
ず
の
抜
歯

　

親
知
ら
ず
が
智
歯
周
囲
炎
な
ど
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
場
合
、
抜
歯
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
下
図
）。
萌
出
困

難
を
来
し
て
い
る
親
知
ら
ず
の
抜
歯
で

は
、
歯
ぐ
き
の
切
開
や
骨
の
除
去
、
歯
の

分
割
が
必
要
な
こ
と
が
多
く
、
抜
歯
後
の

腫
れ
や
痛
み
な
ど
も
強
く
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
親
知
ら
ず
の
周
囲
に
は
神
経

や
血
管
な
ど
が
存
在
し
、
抜
歯
に
際
し
て

リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
と
の
相
談

の
上
、
専
門
医
の
診
察
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
親
知
ら
ず
の
治
療
は
、「
歯

科
口
腔
外
科
」
が
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

筆
者
も
所
属
す
る
日
本
口
腔
外
科
学
会
は

歯
科
で
最
初
の
専
門
医
制
度
を
定
め
て
お

り
、
認
定
医
・
専
門
医
・
指
導
医
の
認
定

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

親
知
ら
ず
は
必
ず
抜
歯
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
知
ら
ず

の
お
悩
み
を
抱
え
る
場
合
、
ま
ず
は
し
っ

か
り
と
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
と
ご
相
談

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

■
参
考
文
献

　

金
澤
英
作
・
笠
井
一
貴　

編
著

　
「
歯
科
に
役
立
つ
人
類
学
」

　

金
澤
英
作　

著　

　
「
日
本
人
の
歯
と
そ
の
ル
ー
ツ
」

　

わ
か
ば
出
版　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話

　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら「
歯

と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
親
知
ら

ず
に
つ
い
て
」
で
す
。

46. 親知らずについて

■親知らずの抜歯が必要な可能性がある場合
・周囲の歯ぐきが炎症（智歯周囲炎）を繰り返し

起こしている場合
・親知らずの手前の歯（第二大臼歯）が虫歯にな

っている場合
・親知らずが大きな虫歯になっている場合
・親知らずの周りに袋状の病気（のう胞）をつく

っている場合
・歯並びへの悪影響を来している場合
・歯並びへの悪影響を来す可能性がある場合

『８０２０運動』～８０歳になっても自分の歯を２０本以上残そう～
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３月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  野山しのぶ

３月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当   篠原萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021） 担当  富塚和香奈
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ・ペンギン：保健センター

（＊印のついたサークルはどちらかの会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

①内科・外科の診療時間は 9 時～ 17 時です。
②急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

３月 12 日㈫

はっぴい歯科健診 13:30 ～ 13:45

平成 25 年８・９月、平成 29 年２・３月生まれ

13 日㈬
平成 26 年２・３月、平成 27 年２・３月、
平成 28 年８・９月生まれ

14 日㈭ 平成 26 年８・９月、平成 27 年８・９月生まれ

19 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

20 日㈬ 1 歳 6 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年７・８月生まれ

27 日㈬

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年 11 月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年８月生まれ（B.C.G 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年２月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

３月 26 日㈫ 第 12 回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください

３月 19 日㈫までに申し込んでください

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

３月 11 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

15 日㈮ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

25 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

期　日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

10 日㈰
しまだ医院

（中之条☎ 76-3435）
桜井クリニック

（嬬恋☎ 0279-97-3800）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

17 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

21 日㈭ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

24 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

31 日㈰ 小池医院
（岩下☎ 67-2030）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

３月の当番医予定表
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　JR 旅客６社と自治体などで展開する大型観光企画ディスティネーションキャン
ペーン（以後 DC）が 2020 年の春に群馬県で開催します。
■ DC とは
　JR グループと地方自治体、観光関係者などが一体となって、開催地での魅力的な
観光資源の紹介、イベント開催やおもてなしの取り組みなど、JR 旅客６社の宣伝媒
体を活用した集中的な宣伝を全国で実施する国内最大規模のキャンペーンです。
■期待できる効果

・2020 年夏の「東京オリンピック・パラリンピック」に向け、「東京駅から１時間でアクセスできる観光地」
として、インバウンドも含め、広く国内外に群馬県を PR できる。

・春 DC 開催により、温泉などの既存の観光資源の磨き上げはもとより、平坦地などの魅力ある観光資源の掘
り起こしも期待できる。

■実施期間　群馬 DC：2020 年４月１日～６月 30 日、群馬プレ DC：2019 年４月１日～６月 30 日　
■テーマ【心にググっとぐんま　わくわく 体験  新発見　春のぐんまは華ざかり】　

・わくわく　ぐんまの大地から「湧く」豊かな恵み
・　体　験　　「心にググっと」くるぐんまならではの感動体験
・新　発　見　「まだ知られていない」ぐんまの新しい魅力

■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係　（ 内線 2243）

詳しくは公式サイトから

（https://gunma-dc.net/）　　　

　自動車税は毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の所有者にか
かります。次のような場合は、平成 31 年３月 29 日㈮までに運輸支局で手続き
が必要です。この手続きを済ませないと、新住所に納税通知書が届かなかったり、
すでに使用していない自動車の税金を納めることになったりするなど、トラブル
が発生する場合があります。詳しくはお問い合わせください。
■変更登録手続きが必要な場合
　【変更登録】… 住所・氏名に変更があった場合
　【移転登録】… 自動車を下取りに出したり、他の人に譲渡したりした場合
　【抹消登録】… 自動車を使用しなくなった、または使用不能である場合
■その他
　転居などにより住所を変更（住民票の変更手続き済み）
したが、車検証の住所や氏名の変更手続きが３月中に完
了しない場合は、「ぐんま電子申請受付サービス」で納
税通知書の送付先を一時的に変更することができます。
■問い合わせ先
　【自動車税について】…県自動車税事務所（☎ 027-263-4343）、吾妻行政県税事務所（☎ 75-3300）
　【自動車の登録について】…関東運輸局群馬運輸支局（☎ 050-5540-2021）
　【軽自動車税について】…役場税務課　住民税係（ 内線 2112 担当  高橋優芽）
※自動車税の納税には、安全・便利・確実な「口座振替」をおすすめします。

自動車の登録手続きはお済みですか？

2020 年春に群馬 DC が開催！ 2019 年春はプレ DC!!

　詳しくはホームページから

検索群馬県　自動車税　電子申請

ググっとぐんま 検索
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Information

案内案内
　

準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
制

度
と
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
小
学
校
・

中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ま
の
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
の
方
に
対
し
て
、
就
学
上
必
要
な
経

費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

■
申
し
出
受
け
付
け
な
ど

　

制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
認
定
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
が

世
帯
の
所
得
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を

承
諾
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
該
当
校
の
校
長
お
よ
び
必
要
に

応
じ
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
助
言

を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
定
の

審
査
を
行
い
教
育
委
員
会
に
お
い
て
認

定
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
出
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
～

４
月
26
日
㈮
ま
で

※
た
だ
し
年
の
途
中
で
新
た
に
援
助
が

必
要
と
な
る
場
合
や
転
入
児
童
・
生

徒
に
関
す
る
申
請
は
随
時
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
認
定
・

支
給
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
就
学
援
助
費
の
支
払
い
対
象

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
校
外
活

動
費
・
新
入
学
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
児
童
生
徒
会
費
・
ク
ラ

ブ
活
動
費
の
一
部

■
支
払
い
時
期

　

年
３
回
、
各
学
期
終
了
後

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
課　

　

学
校
教
育
係

　
（
☎
25
・
８
１
２
６ 

担
当
田
中
早
苗
）

　

平
成
31
年
４
月
よ
り
、「
危
険
ご
み
」

か
ら
「
限
定
ご
み
」
に
名
称
変
更
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
せ
る
品
目
は

従
来
ど
お
り
次
の
６
品
目
で
す
。

■
爆
発
の
恐
れ
が
あ
る
も
の

　

ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
ガ

ス
ボ
ン
ベ

■
水
銀
な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
る

　

も
の

　

乾
電
池
・
蛍
光
管
・
水
銀
式
体
温
計

　

こ
の
た
び
の
変
更
は
、
６
品
目
以
外

の
鋭
利
な
も
の
（
包
丁
や
割
れ
た
食
器

類
等
）
の
混
入
が
多
く
、「
危
険
ご
み
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
危
な
い
も
の
す
べ
て
と

思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考

え
、
こ
の
６
品
目
を
限
定
し
て
出
し
て

い
た
だ
く
た
め
、「
限
定
ご
み
」
に
変
更

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み

の
正
し
い
分
別
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
75
・
２
０
９
９
）

準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
制
度
の
利
用

平
成
31
年
４
月
よ
り
「
危
険
ご
み
」
は
「
限
定
ご
み
」
に
な
り
ま
す

昭和 19 年 4 月２日～５月１日生まれの方へ

75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。３
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色
の封筒で郵送しますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
　　　　　　　　（ 内線 2124 担当  鳥山典子）

65 歳になった方へ
（昭和 29 年２月２日～３月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 2132 担当  荒木聡子）
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町からのお知らせ

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
福

祉
士
養
成
施
設
に
在
学
し
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
取
得
後
に
県
内
で
介
護
業
務

に
従
事
す
る
意
思
を
有
す
る
方
に
修
学

資
金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。
資
格

取
得
後
５
年
間
（
過
疎
地
域
の
施
設
は

３
年
間
）
継
続
し

て
県
内
で
介
護
業

務
に
従
事
す
る
と
、

返
還
が
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

■
貸
与
額

・
修
学
資
金
月
額
５
万
円

・
入
学
準
備
金
20
万
円

・
就
職
準
備
金
20
万
円

・
国
家
試
験
受
験
対
策
費
用
４
万
円

■
対
象

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
在
学
し
て

い
る
方
（
入
学
希
望
者
も
含
み
ま
す
。）

※
県
外
の
養
成
施
設
の
場
合
は
、
県
内

在
住
ま
た
は
入
学
の
前
年
度
に
県
内

に
在
住
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

・
卒
業
後
、
県
内
で
介
護
業
務
に
従
事

す
る
意
思
が
あ
る
方

・
養
成
施
設
の
修
学
に
関
し
、
日
本
学

生
支
援
機
構
や
生
活
福
祉
資
金
等
の

他
の
国
庫
補
助
に
よ
る
貸
付
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
方

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
０
２
７
・
２
５
５
・
６
０
３
１
）

案内

修
学
資
金
貸
付
制
度
を
使
っ
て
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｑ
１

Ａ
．

Ｑ
２

Ａ
．

Ｑ
３

Ａ
．

Ｑ
４

Ａ
．

案内
　
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
に
基
づ
き
、

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
家
畜
の
種

類
や
頭
羽
数
を
年
１
回
、
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
玩
（
ペ
ッ
ト
）
と
し
て
、
家
畜
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
も
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
家
畜

　

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・

い
の
し
し
・
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

だ
ち
ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

■
報
告
内
容

　

平
成
31
年
２
月
１
日

現
在
に
飼
養
す
る
家
畜

の
種
類
と
頭
羽
数
な
ど

■
報
告
方
法

　

専
用
の
様
式
が
あ
り
ま
す
の
吾
妻
家

畜
保
健
衛
生
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
よ
く
あ
る
質
問

チ
ャ
ボ
や
烏う

こ
っ
け
い

骨
鶏
、
ア
イ
ガ
モ
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
報
告
は
必
要
で

す
か
？

は
い
。
チ
ャ
ボ
、
烏
骨
鶏
は
「
鶏
」

の
仲
間
、
ア
イ
ガ
モ
は
「
あ
ひ
る
」

の
仲
間
で
す
の
で
、
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

ポ
ニ
ー
や
ミ
ニ
ブ
タ
も
報
告
が
必

要
で
す
か
？

は
い
。
ポ
ニ
ー
は
「
馬
」
で
、
ミ
ニ

ブ
タ
は
「
豚
」
で
、
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
報
告
は
必

要
で
す
か
？

い
い
え
。
犬
・
猫
・
小
鳥
（
文

鳥
や
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
等
）
は
、

報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

去
年
、
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
必
要
で
す
か
？

は
い
。
毎
年
１
回
、
飼
養
の
状
況

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

飼
養
を
や
め
た
場
合
は
、 

や
め
た

こ
と
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
家
畜
保
健
衛
生
所

　
（
☎
75
・
２
２
４
０
）

牛
・
豚
・
鶏
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
　　　　　　　　（ 内線 2242 担当  片野顕弥）

家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。

■連絡・問い合わせ先　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（ 内線 2115 担当  須田泰友）
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Information

　

平
成
30
年
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て

下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト

※
コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ
運
営
主
体

　
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町

城
堀
２
０
７
番
地
）

■
い
わ
び
つ
体
験
農
園
改
定
利
用
料
金

　

下
表
の
と
お
り

■
指
定
期
間　

　

平
成
30
年
７
月
１
日
～

平
成
33
年
３
月
31
日

■
そ
の
他

　

平
成
31
年
度
は
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ

び
つ
（
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
）
と
の

利
用
契
約
・
利
用
料
納
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ

　
（
Ｅ
メ
ー
ル
：info@

iw
abitsu.co.jp

）

　
（
☎
68
・
５
３
３
８
）

案内

い
わ
び
つ
体
験
農
園
利
用
料
の
変
更
お
よ
び
施
設
の
指
定
管
理
者
移
行

「にっぽん縦断こころ旅」～忘れられない風景のお便り募集中～
　町内の「忘れられない風景」にまつわるお手紙を募集しています。テレビ番組「日本縦断こころ旅（2019 年
春の旅）」（NHK-BS プレミアム）が４月からスタートします。俳優の火野正平さんが、奈良県を出発し皆さん
のお手紙をもとに、旅のルートを変更しながら北海道を目指します。

■放送予定（群馬県の旅）
　平成 31 年６月３日㈪～７日㈮
■放送時間　月曜版　　　  17 時 45 分～ 17 時 59 分
　　　　　　火曜～金曜版  17 時 45 分～ 17 時 59 分
　　　　　　　　　　　　19 時 00 分～ 19 時 29 分

■応募期限　平成 31 年４月 15 日㈪　必着　　　　
■応募方法　郵送またはホームページでご応募ください。
■応募・問い合わせ先　
　郵送先：〒 150-8001　NHK「こころ旅」係
　NHK ふれあいセンター（☎ 0570-066-066）

面　積 区画数 改定料金 区画番号

畑
約 55㎡ 43 区画 2,500 円 １～ 43

約 750㎡ 1 区画 9,000 円 44

田

約 470㎡ 1 区画 8,000 円 45

約 430㎡ 1 区画 8,000 円 46

約 390㎡ 1 区画 8,000 円 47

【表】　いわびつ体験農園改定利用料金

※区画番号は、町ホームページを参照く
　ださい。

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙

の
立
候
補
届
出
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

■
期
日　

平
成
31
年
３
月
18
日
㈪

■
時
間　

14
時
か
ら

■
会
場　

役
場
本
庁
舎
３
階

　
　
　
　

３
０
１
会
議
室

■
内
容

　

立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
の
注

意
事
項
、
立
候
補
届
出
様
式
の
配
布

■
対
象

　

平
成
31
年
４
月
21
日
執
行
予
定
の
町

議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
代
理
者
お
よ
び

関
係
者
の
う
ち
か
ら
、
１
候
補
に
つ
い

て
３
人
以
内
。

■
被
選
挙
権
に
つ
い
て

　

立
候
補
で
き
る
の
は
、
公
職
選
挙
法

第
10
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
り
、

町
議
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
し
て
い
る

満
年
齢
25
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

今
回
、
当
該
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、

平
成
31
年
４
月
15
日
を
基
準
日
と
し
て

調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

※
選
挙
期
日
に
満
年
齢
25
歳
以
上
＝
平

　

成
６
年
４
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

■
そ
の
他

　

町
の
選
挙
に
関
す
る
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
逐
次
掲
載
し
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

役
場
総
務
課
内　
　

　
（
内
線
２
２
２
２

担
当
根
津
俊
明
・
小
林
真
之
）

案内

町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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町からのお知らせ

　

町
で
は
、４
月
よ
り
『
空
き
家
バ
ン
ク
』

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
町
内
の
空
き
家
な
ど
の
登
録
物
件

を
募
集
し
ま
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
？

　

町
内
の
空
き
家
情
報
を
登
録
し
、
登

録
さ
れ
た
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
公
開
し
、
購
入
ま
た
は
賃

貸
を
希
望
さ
れ
る
方
に
情
報
提
供
す
る

仕
組
み
で
す
。

■
登
録
で
き
る
物
件
の
要
件
お
よ
び
利

　

用
上
の
注
意
点

 

・ 

町
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
載
さ

　

れ
て
い
る
こ
と

 

・ 

隣
接
地
と
の
敷
地
境
界
が
確
定
し
て

　

い
る
こ
と

 

・ 

抵
当
権
な
ど
の
所
有
権
以
外
の
権
利

　

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

※
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
物
件
登

　

録
カ
ー
ド
中
の
特
記
事
項
欄
に
そ
の

　

旨
を
記
載
く
だ
さ
い
。

 

・ 

当
該
空
き
家
の
所
有
者
と
そ
の
敷
地

　

の
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、
敷
地

　

所
有
者
等
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と

 

・ 

所
有
者
等
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

　

い
こ
と

※
老
朽
化
が
著
し
く
、
大
規
模
な
補
修

　

が
必
要
な
場
合
な
ど
に
よ
り
登
録
で

　

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
で
す
。
町
は
、
売
買
や

　

賃
貸
な
ど
の
仲
介
は
し
ま
せ
ん
。
仲

　

介
は
町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
群
馬

　

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
吾
妻
支
部

　

に
加
盟
す
る
仲
介
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
（
売
買
や
賃
貸
な
ど
の
契
約
が
成
立
し

　

た
と
き
は
、
仲
介
手
数
料
が
発
生
し

　

ま
す
。）

■
登
録
方
法

 

・ 

物
件
登
録
申
込
書
（
様
式
第
１
号
）

 

・ 

物
件
登
録
カ
ー
ド
（
様
式
第
２
号
）

※
物
件
が
複
数
の
所
有
者
の
場
合
は
、

　

物
件
登
録
同
意
書
（
様
式
第
3
号
）

　

を
町
長
に
提
出
し
ま
す
。

⇩

　

当
該
空
き
家
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、

登
録
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
と
き

は
「
物
件
登
録
台
帳
」
に
登
録
し
「
物

件
登
録
（
変
更
）
完
了
通
知
書
」
に
よ

り
通
知
し
ま
す
。

⇩

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
物

件
情
報
の
一
部
を
公
開
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
公
開
を
希
望
し
な
い
場
合

　

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

■
そ
の
他

　

登
録
に
必
要
な
様
式
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

定
住
促
進
係

　
（
内
線
２
２
３
４

担
当
町
田
隆
・
佐
藤
喜
知
雄
）

案内

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、「
日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ
」
の

参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

平
成
31
年
４
月
29
日
㈪
～
５
月
４
日
㈯

■
対
象　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

■
募
集
人
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
内
容

　

野
宿
体
験
（
２
泊
）、
伝
統
文
化
体
験
、

世
界
文
化
遺
産
見
学
、
野
外
炊
飯
な
ど

■
参
加
費　

高
崎
駅
か
ら
参
加
の
場
合

　
　
　
　
　

小
学
生
：
８
万
円
、

　
　
　
　
　

中
学
生
：
９
万
3
千
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
（
☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）

案内

日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ

  

～
野
宿
＆
世
界
文
化
遺
産
・
伝
承
文
化
体
験
の
旅
～

防ごう山火事！～緑の森林を守るために～
　山火事は消火が難しいため、いったん発生すると大きな被害をもたらす恐れがあります。また焼けてしまっ
た森林を元の姿に戻し、森林の持つ公益的機能を回復させるまでには、多くの時間と費用が必要です。県の取
り組みとして３月から５月を山火事予防運動期間としてパトロールなどの予防対策を強化しています。
【山火事を防ぐには】
・風の強い時や乾燥注意報発令時は、火の取り扱い

に十分注意し、たき火をしない
・たばこの吸い殻は必ず火が消えたことを確認し、

投げ捨てない

　私たち一人一人が気を付けることで山火事の発
生を防ぐことができます。山火事の予防にご協力
ください。

■問い合わせ先　
　県庁林政課（☎ 027-226-3221）
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町生涯学習講演会開催
　教育委員会では生涯学習講演会を開催します。講
演会に大学教授の齋藤孝さんをお迎えします。
  また、アトラクションとして東吾妻中学校吹奏楽
部の皆さんによるミニコンサートも予定していま
す。この機会にぜひ、皆さま誘い合わせてご来場く
ださい。
■期　日　平成 31 年 ３月 23 日㈯
■時　間　13 時（開場 12 時 30 分）
■会　場　コンベンションホール
■内　容
◎開会行事　　　　　　13：00 ～ 13：15
◎ミニコンサート　　　13：20 ～ 13：45
　出演　東吾妻中学校吹奏楽部
◎講演会　　　　　　　14：00 ～ 15：20
　講師　齋藤　孝　氏（大学教授）
  テーマ
 『 生きる力を引き出す

コミュニケーション力 』
■入場料　無料
■定　員　400 名
■その他
　会場が満席になり次第、入場を制限します。また、
駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わ
せてご来場ください。
■主　催
　東吾妻町教育委員会
■問い合わせ先
　教育委員会教育課（☎ 59-3370 担当  茂木夕子）

あづま温泉 桔梗館 だより
　大変ご迷惑をおかけしましたが、温泉のリニュー
アルオープンすることができました。ぜひお越しく
ださい。今月のイベント情報をお知らせします。
★３月 14 日㈭はホワイトデー
　女性来館者限定でキャンディーを差し上げます。
★３月 25 日㈪は「カラオケ発表会」
　萩原ひろしさんをゲストに迎えて開催されます。
■問い合わせ先
　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）

定例行政相談所開設
　行政相談委員は、行政相談委員法（昭和 41 年法
律第 99 号）に基づき、社会的な信望があり、かつ
行政運営の改善について理解と熱意を有する民間人
の中から、総務大臣が委嘱するものです。
　総務省の行政相談委員は、国の行政に関する苦情
や意見・要望を受け付け、相談者と関係行政機関等
の間に立って、公正・中立の立場から必要なあっせ
んを行い、その解決や実現の促進を図るとともに、
それを通じて行政の制度および運営の改善に反映さ
せています。
　また、行政相談委員は、全市町村に１人以上配置
されており、来訪はもとより、電話や手紙でも相談
を受け付けています。
　町では、定例行政相談所を開設します。相談は無
料で、秘密は厳守されます。

【定例行政相談所】
■開催日　平成 31 年４月３日、６月５日、

８月７日、10 月２日、12 月４日
平成 32 年２月５日（全６回開催）

（偶数月の第１水曜日）
■時　間　13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場　所　中央公民館　相談室
■行政相談委員　丸橋　哲
■問い合わせ先
　役場総務課　行政振興係（ 内線 2221）
※なお、総務省群馬行政監視行政センターでは、
　専用電話などで相談を受け付けておりますので、
　お気軽にご利用ください。
　総務省群馬行政監視行政センター
　（☎ 0570-090-110）

Information

道の駅 「あがつま峡」 だより
　いつもご利用ありがとうございます。
★３月 12 日㈫は臨時休業
　年に１度施設内全域のメンテナンス作業のため全
施設臨時休業となります。皆さまにはご不便をおか
けしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
★３月 29 日㈮は肉の日セール
　毎月 29 日は軽食コーナー「あさの味」で唐揚げ
やメンチが通常価格より 29% 値引きでご提供します

（土日祝日は除く）。この機会にお買い求めください。
■問い合わせ先
　道の駅「あがつま峡」（☎ 67-3193）
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町からのお知らせ

３月 27 日は『東吾妻町民の日』です
　「郷土の歴史を知り、郷土についての理解と関心を深め、自治の意識を高めるとともに、より豊かな郷土を築
き上げることを期する日」として、記念イベントを開催します。町有温泉施設の「あづま温泉 桔梗館」と「吾
妻峡温泉 天狗の湯」の２施設で、利用料無料とアイスの無料サービスを次のとおり実施します。
★記念イベント実施日　
　平成 31 年３月 27 日㈬
★サービス利用方法（共通）
①ページ下の無料利用券を切り離し、各温泉施設
　へご持参ください。
※黄色が温泉無料利用券、薄黄色がアイス無料券で、
　いずれの温泉施設でも利用することができます。
②利用券を温泉の受付へ提示し、利用人数を申し出
　てください。
　ぜひこの機会に、町の温泉につかり郷土の魅力にふ
れてみませんか。皆さまのお越しをお待ちしています。
■問い合わせ先
　役場総務課　総務係（ 内線 2211 担当  小池さつき）

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　

◆第 41 回太田地区卓球大会
■開催日　平成 31 年２月 10 日㈰
■会　場　太田小学校体育館
■結　果　

【団体戦の部】　優　勝…岩井　準優勝…小泉　
　　　　　　　３　位…植栗　４　位…泉沢　
　【個人戦男子の部】
　優　勝…小池三紀夫　準優勝…松井幸夫　
　３　位…町田裕介　　　

　【個人戦女子の部】
　優　勝…髙橋南々子　準優勝…町田道代
　３　位…髙橋凜

　町の花である「水仙」をモ

チーフにした元気な妖精の「水

仙ちゃん」が LINE スタンプに

登場しました。LINE STORE で

スタンプセットを 120 円で販

売中です。詳しく

は HP または役場

地域政策課までご

連絡ください。

　
　

　
　

　
　

　
　



　

教
育
委
員
会
で
は
、｢

人
権
週
間｣

活

動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
も｢

人
権

標
語
・
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル｣

を
実

施
し
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
に
選
考
委
員
会
を
開
催

し
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
次
の
と
お

り
入
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
人
権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
広
げ
よ
う
、
み
ん
な
に　

や
さ
し
い
、

　

人
と
町
』中

村　

琉
惟
（
原
町
小
三
年
）

◆
優
秀
賞

『
と
も
だ
ち
に 

や
さ
し
く
す
る
と

　

い
い
き
ぶ
ん
』

佐
藤　

悠
馬
（
東
小
一
年 

）

『
友
だ
ち
の 

い
い
と
こ
み
つ
け
て

　

い
い
き
も
ち
』

片
野　

祥
真
（
岩
島
小
二
年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
そ
の
言
葉　

あ
な
た
の
心
を

　

温
め
る
』小

池　

初
葉
（
原
町
小
六
年
）

◆
優
秀
賞

『
い
た
く
て
も　

心
の
き
ず
は

　

見
え
な
い
よ
』

蜂
須
賀
こ
な
つ
（
太
田
小
四
年
）

『｢

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」 

気
づ
い
て
か
け
る

　

救
い
の
声
』

一
場　

夢
叶
（
岩
島
小
五
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
そ
の
言
葉　

相
手
の
心
で

　

花
が
咲
く
』

関
根　

大
和
（
東
吾
妻
中
二
年
）

◆
優
秀
賞

『
人
の
事　

見
た
目
で
差
別

　

い
け
な
い
よ
』

太
田　

颯
楽
（
東
吾
妻
中
一
年
）

『
さ
り
げ
な
い　

そ
の
気
づ
か
い
が

　

あ
た
た
か
い
』

江
崎
夕
里
乃
（
東
吾
妻
中
三
年
）

【
一
般
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
思
い
や
り　

心
で
き
ず
く

　

町
づ
く
り
』

角
田　

明
宏
（
三
島
）

◆
優
秀
賞

『
声
か
け
で　

孤
独
孤
立
の
な
い
社
会
』

神
村　

喜
好
（
矢
倉
）

『
叱
る
よ
り　

あ
ふ
れ
る
笑
顔
で

　

幸
せ
家
族
』

小
池　

幹
義
（
矢
倉
）

■
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
友
達
か
ら
親
友
へ
』

飯
塚　

幸
大
（
東
小
六
年
）

◆
優
秀
賞

『
笑
わ
な
い
で
』

茂
野　

美
羽
（
原
町
小
五
年
）

【
一
般
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
だ
か
ら
結
核
を
撲
滅
さ
せ
た
い
』

小
池　

幹
義
（
矢
倉
）

◆
優
秀
賞

『
先
生
か
ら
学
ん
だ
道
徳
の
心
』

角
田　

昭
宏
（
三
島
）

　

平
成
30
年
度

『
人
権
標
語
・
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

　
（
☎
59
・
３
３
７
０
）

　町では群馬テレビのニュース

番組『ニュース JUST815』へ毎

週イベント情報を提供していま

す。地域のお祭りなどの町内行

事をご紹介したい方は、行事の

ある３週間前まで

に役場企画課広報

統計係までご連絡

ください。



聞
き
役
に
ま
は
る
介
助
や
冬
ぬ
く
し

い
ろ
り
火
や
黒
光
り
せ
る
太
柱荻

原　

富
江

外
つ
国
の
言
葉
と
び
か
ふ
暮
の
市

ひ
と
り
住
む
卒
寿
の
伯
母
の
発
電
話

加
藤　

葉
子

元
旦
や
空
晴
れ
渡
り
寺
社
参
り

参
道
の
箒
目
の
こ
る
初
詣

篠
原　

敏
子

花
活
け
て
正
月
気
分
と
な
り
し
か
な

朝
ま
だ
き
落
葉
踏
む
音
寝
間
に
聞
く

竹
内　

芳
子

独
楽
ま
は
す
男お

の
子
拳
を
握
り
し
む

弓
袴
の
裾
ひ
る
が
へ
し
初
稽
古西

山
三
重
子

懸
命
に
影
追
ひ
坂
を
登
り
ゆ
く

明
日
の
こ
と
な
ど
知
ら
ぬ
幸
せ明　

日　

香

生
き
残
り
ゐ
る
蠅
ひ
と
つ
天
井
に

足
腰
重
し
蠅
と
は
云
へ
ど

青
木　

ソ
メ

秋
の
夜
半
一
首
も
成
ら
ず
刻
の
過
ぎ

深
夜
の
ラ
ジ
オ
耳
元
に
寄
す

藤
原　

公
子

山
間
の
稲
田
に
動
く
老
い
二
人

腰
の
ば
す
な
く
急
ぐ
こ
と
な
く荻

原　

富
江

掻
巻
に
仕
立
て
直
さ
む
絹
糸
の

渋
る
袷
を
手
間
取
り
て
解
く

菅
谷
千
恵
子

柿
の
実
の
半
分
の
み
の
啄
ま
れ

片
側
渋
き
か
見
事
に
残
る

東　

曙　

美

道
の
駅
散
策
お
は
り
て
一
休
み

ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
を
売
る
店
の
前綿

貫　

初
美

迦
葉
山
へ
と
雪
降
る
な
か
を
初
詣

足
元
み
つ
つ
石
段
登
る

篠
原
美
佐
江

年
明
け
て
姪
っ
子
か
ら
の
年
賀
状

婚
約
決
ま
り
し
嬉
し
い
知
ら
せ大

塚　

綾
子

待
ち
わ
び
し
十
七
年
ぶ
り
の
産
声
に

た
ち
ま
ち
姪
は
母
の
顔
と
な
る石

田
由
美
子

ど
ん
ど
焼
の
燃
え
つ
き
し
燠
に
繭
玉
を

か
ざ
し
焼
き
ゐ
る
小
正
月
の
夜高

橋　

春
江

柿
の
木
の
へ
た
の
み
残
る
上
枝
に
は

風
に
揺
れ
ゐ
る
青
空
と
鳥

関
本　

こ
う

ほ
ろ
ほ
ろ
と
夫
の
ベ
ス
ト
を
解
き
を
れ
ば

思
ひ
出
あ
ふ
れ
指
先
濡
ら
す

石
田
千
嘉
子

ゆ
っ
た
り
と
露
天
風
呂
に
て
見
上
ぐ
れ
ば

弓
張
月
は
湯
気
の
ま
に
ま
に

田
村
マ
リ
子

威
勢
よ
く
火
柱
あ
が
る
ど
ん
ど
焼

繭
玉
焼
く
こ
ろ
み
ん
な
笑
顔
に橋

爪　

治
子

彼
の
世
に
て
待
つ
母
の
も
と
へ
と
卒
寿
越
す

父
は
旅
立
つ
一
月
六
日

斉
藤
由
喜
子

天
を
指
す
徒
長
の
枝
に
鋏
入
れ

見
よ
ふ
見
ま
ね
の
梅
の
剪
定

猪
野　

房
江

足
萎
え
て
夜
の
外
出
た
め
ら
ふ
も

何
年
ぶ
り
か
に
ど
ん
ど
を
囲
む塩

谷　

好
子

お
め
で
と
ふ
挨
拶
か
は
し
バ
ス
に
乗
る

脹
ら
む
カ
バ
ン
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
て

大
前
つ
る
枝

朝
六
時
今
日
は
や
る
ぞ
と
意
気
込
め
ど

十
時
を
過
ぎ
て
も
何
も
で
き
ず
に

福
島
ト
ミ
子

風
の
み
が
幸
せ
そ
ふ
に
吹
い
て
ゐ
る

せ
か
れ
し
短
歌
の
出
来
ぬ
朝
ど
き

田
中
よ
ね
子

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

短
歌　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

★
県
大
会
出
場
決
定
戦

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

１
対
２　

沼
田
Ｖ
Ｂ
Ｔ
Ｃ

　
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
二
位
）

　

チ
ー
ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
ま
だ

ま
だ
で
し
た
が
、
サ
ー
ブ
が
安
定
し
ボ
ー

ル
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、
惜
し
く

も
県
大
会
は
逃
し
ま
し
た
が
三
位
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
新
チ
ー
ム
と
し
て
の
初
め
て
の
大
会

で
し
た
。
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
三
位
に
な
れ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
強
い
チ
ー
ム
に
勝
て
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。」

（
Ｖ
Ｂ
Ｃ
主
将
五
年
・
丸
橋
あ
ず
）

　

新
チ
ー
ム
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
練
習
で
一
つ
一
つ

ク
リ
ア
を
し
て
い
き
、
県
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

新
年
度
の
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
日　

火
・
金
曜
日

18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

町
民
体
育
館

　

興
味
の
あ
る
小
学
生
（
男
・
女
）
は

出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ
代
表　

富
澤　

辰
男

　

五
年
生
以
下
の
新
チ
ー
ム
、
初
め
て

大
会
に
臨
ん
だ
北
毛
新
人
大
会
、
な
ん

と
か
三
位
に
く
い
こ
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

北
毛
新
人
大
会
の
組
み
合
せ
の
シ
ー

ド
を
決
め
る
大
会
が
あ
り
東
吾
妻
Ｖ
Ｂ

Ｃ
は
第
四
シ
ー
ド
に
な
り
、
２
月
３
日

の
北
毛
新
人
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

★
予
選
リ
ー
グ

　

Ａ
グ
ル
ー
プ

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

２
対
１　

沼
田
Ｖ
Ｂ
ミ
ニ

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

０
対
２　

昭
和
ス
ピ
ー
ド

　
《
グ
ル
ー
プ
二
位
》

投
稿　

「
三
位
に
く
い
こ
む
！
」

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ
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な め こ ………… 200 ｇ

大 根 …………… 300 ｇ

だし汁………… ３カップ

酒……………… 大さじ３

塩………… 小さじ 1 ／２

しょうゆ……… 大さじ１

万能ねぎ………… 30 ｇ

かたくり粉…… 大さじ１

水……………… 大さじ１

まちの人口
～平成 31 年 2 月１日現在～

 ●男 6,792 人

 前月比 （－ 2 人）

 ●女 7,077 人

 前月比 （－ 14 人）

 ●人口 13,869 人

 前月比 （－ 16 人）

 ●世帯数 5,632 世帯

 前月比 （＋ 4 世帯）

この広報紙は再生紙を使用しています。

－材料（６人分）－　

●作り方
①なめこを洗い水気を切ります。

②鍋にだし汁と酒、塩を入れて温めてから①を加えます。

③ひと煮立ちしたら大根おろしを加えます。再び煮立ったらしょうゆを

　入れて水溶きかたくり粉でとろみをつけます。

④器に盛って万能ねぎをちらして完成です。

おすすめ健康料理レシピ○156

『きのこのみぞれ汁』 1 人分の栄養価

　エネルギー 33kcal　タンパク質 2.5g

　脂質 0.7 ｇ　食塩相当量 0.9g

A

３月分の納期限は３月２９日です
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ●
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ●

春の青少年健全育成活動について
　青少年の健全育成と非行防止を図るため、平成 31 年春の青少年健全育成運動を実施します。
■実施期間　平成 31 年３月 15 日㈮～４月 30 日㈫
■活動目標

・県民総ぐるみで次代を担う子どもたちの健全育成
に取り組もう

・「おぜのかみさま県民運動」を推進し、地域と家庭
で子どもたちの安全・安心なインターネット利用を
考えよう

■標　語　「おぜのかみさま」
【お】くらない（写真）【ぜ】ったい会わない！
【の】せない（個人情報）【か】きこまない（悪口）

【み】ない（有害サイト）【さ】がさない（出会い）
【ま】もる （ルール）

■実施機関・団体
　群馬県・群馬県教育委員会・
群馬県警察本部・東吾妻町・東
吾妻町教育委員会・群馬県青少
年育成推進会議・東吾妻町青少
年育成推進員連絡協議会
■問い合わせ先　教育委員会事務局　教育課
　　　　　　　　（☎ 59-3370 担当  茂木夕子）
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